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　あけましておめでとうございます！

吹田師会会員の先生方心静かに新年を迎えら

れたこととお慶び申し上げます。

　年々若手の先生方が活躍、成長され、吹田師

会副会長としてとてもうれしく思っています。

いろいろな企画やイベントに積極的に参加し

ていただき、一人一人の先生の協力なくして吹

田師会の発展はありません。感謝、感謝です！！

　私も老体に鞭打って毎年あと一年がんばろう

と、セミナー、仕事、ボランティアなどを行って

きましたが、そろそろ引退の時期ではないかと

考える年になってきました。

　今年は後輩の先生方のより一層成長される

ことを期待しつつ、私の挨拶といたします。

　会員の皆様、新年明けましておめでとうございます。

　皆様に於かれましてはご健勝の事と存じ上げ、ま

た普段から会務運営にご協力頂き、厚く御礼申し上

げます。

　会長も仰っておられますが、昨年を代表する漢字

はマスコミ等によりますと「命」ということですが、

昨年ほど「命」というものについて考えさせられた年

はありませんでした。私事で恐縮ですが、新しい命を

授かった事もあり、特に子供に関する昨今の悲しい

ニュースには敏感になってしまいました。

　「命」ということに関して言えば、我々鍼灸マッサ

ージ師が治療の現場で人の生死に関る事はそれほど

多くは無いかも知れませんが、体を診させて頂くこ

とを生業としている以上どのような事が起こるかは

判りません。

　「命を大切にする」と言う当たり前の事が見直され

てきた風潮を見るにつけ少し寂しい気もしますが、

そんな次期であるからこそ我々も「体」だけでなく「命

を含めた体」を診させて頂いている、ということを頭

の片隅にでもおいて置けば、仕事の意識もまた変わ

っていくのではないかと考えてしまうのです。まず

はそのための知識であり技術でありたいと・・・そん

な願いを込めた愚文ではありますが、挨拶とさせて

頂きます。

　本年もよろしく御願い致します。

◇ ◇ 副会長　金光　洋◇ ◇◇ ◇ 副会長　赤塚義孝◇ ◇
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